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▶私事で恐縮ですが，昨年の末に祖母の大腸が
んが見つかり入院となりました。高齢だが手術をす
るのか，ストーマを造設するか，退院後のケアはどう
するか，といったさまざまなジレンマと意思決定をし
なくてはならないことが一気に押し寄せてきました。
さらに，それまで家族は気になっていなかったようで
すが認知症も進行しており，本人の希望をうまく聞く
ことができているのかわからない状況がありました。
その後は順調に回復していますが，自分が「患者
家族」となって気づくことも多く，医療系出版社の
社員として何ができるのか考える機会になりました。
今号の特集が，1人でも多くの医療者の方 に々届く
ことを願っております。� （石塚）

▶特集では，認知症を持つ方への意思決定支援
を取り上げました。多忙な現場で日常のケアの困難さ
を乗り越え，さらに先にある意思決定支援を目指すこ
とは容易ではないと思います。本特集では旭川医科
大学病院様が課題を残した事例をご執筆くださいま
したが，どの施設でも，正解がない中で試行錯誤さ
れているのが実情だと思います。2013年 11月号で
認知症ケアメソッド「ユマニチュード」を特集で取り上
げた際，“認知症の人を「わからない人」のままに
しない看護”というキーフレーズが提示され，ずっと
心に残っています。限られた入院期間の中で不全感
を感じつつも最善を尽くされている看護師の皆さん
が少し楽になれるよう，今後も誌面を通じて実践知
を共有させていただけたらと思っています。�（小齋）
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編集後記

特集

「看護診断」の
継続的運用による
ケアの質向上
近年ますます看護が高度専門化する中で，看護実践による患者アウトカムの可視化とその評価
が，どの病院看護部でも課題となっています。� �
看護診断が日本に紹介されてから約 30年が経過しましたが，今一度看護診断への組織的取
り組みを見直し，ブラッシュアップすることで，前述の課題解決につなげることができるのではな
いでしょうか。� �
そこで本特集では，「看護実践を通じて患者中心の医療に資する」という視点から，看護診断
の価値を再考するとともに，継続的に取り組みの評価・改善のサイクルを回す各施設の最前線
の取り組みを紹介します。
NANDA-Iの新たな展開を看護管理にどう活かすか◉上鶴重美
【実践報告】看護診断導入のプロセスと導入後の継続的な取り組み
◉旭川医科大学病院／東京都済生会中央病院／琉球大学医学部附属病院

巻頭

大学院で学ぶ看護管理学現場の実践から新たな「知」を生むために⑦
横浜市立大学大学院

特別記事
金沢大学附属病院　看護師長座談会
全病棟が一丸となって達成した「抑制しない看護」
コミュニケーションの実践を「ポライトネス理論」で分析する
言語学的手法をもちいたコミュニケーション学習◉菊内由貴

facebookアカウントをお持ちの方は「医学書院
『看護管理』」で検索していただき，「いいね！」を
お願いします。
twitter アカウントは，@kangokanri です。
合わせてフォローをお願いします。

facebook，twitterやってます！
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